
NATYAとNRTYA

小 林 明 美

rupakaの 定 義 を下 す 際 に, Dhanajjayaは そ の種 類 が 十 あ る と して"dasadha-

iva"と い う表 現 を 用 い て い る が1), Dhanikaは この"eva"を 「限定 」(avadha. 

rapa)の 意 味 に と り, Dasarupakaの 論 述 対 象 を 「純 粋 型 」(suddha)の 劇 に 限 定

し よ うとす る意 図 の もと に用 い られ た もの と解 す る2)さ ら に, Nrsirphaに よ る

と, Dhanikaが この よ うな解 釈 を 下 す の は, 劇 の分 類 につ い て起 り得 べ き反 論 を

予 想 した もの で あ る とい う。 す な わ ち, 「十 の数 は端 数 を切 りす て て 勘 定 す る こ

と に よつ て 得 られ た に す ぎ な い の で あ る か ら, 〔natikaの よ うな重 要 な種 類 が ほ

か に もあ る とい うの に, 〕 こ うい う限定 を して何 に な る のだ ろ うか 」 と い う疑 問

を 予 想 して, 「natakaとprakarapaの 混 合 」 で あ るnatikaの よ うな 「混 合 型 」

(salpkirpa)は 論 述 の対 象 か ら はず され る こ とを 明 言 す る必 要 が あ つ た3)。

次 にDhananjayaは, natakaな ど十 種 のruakaす なわ ちnatyaを 挙 げ る が4). 

Dhanikaは, さ らに 次 の よ うな反 論 を予 想 す る。 す な わ ち, 「〔あ るnatyasastra

に よ る と, 〕七 種 のnrtyaが あ る。 そ れ は, dombi, srigadita, bhapa, bhapi, pra-

sthana, rasakaお よ びkavyaで あ る。 この よ うに他 に も劇 の種 類 は あ る の だ か

ら, 十種 に 限定 す る の は不 合 理 で あ る 」5)も し～二こ に挙 げ られ て い る七 種 のnrtya

がrupakaす な わ ちnatyaの 亜種 で あ るな ら, この反 論 は正 しい ご とに な ろ う。

そ こでDhanahjayaは, nrtyaはnatyaと は違 うと し, その 相 異 点 に 言 及 し

1) DR I. 7d: (natyam) dasadhaiva rasasrayam. 

2) AL ad loc.: evety avadharanam to suddhabhiprayena, natikayah samkirnatvena 
 vaksyamarnatvat.

3) LT ad loc.: nanu nyunadhikasamkhyavyavacchedaphalena samkhyanenaiva da-
 seti siddhe kim avadharanena. tatraha avadharanam tv iti. suddhir nama laksa-

 nasamkaryam. natika hi natakaprakaranalaksanasamkarad evopadyata iti. 
4) DR I. 8: natakam saprakaranam bhanam prahasanam dimah/ vyayogasamava-

 karau vithyarnkehamrga iti// 

5) AL ad loc.: nanu ca "dombi srigaditam bhano bhaniprasthanarasakah/kavyarn 

 ca sapta nrtyasya bhedah syus to 'pi bhanavat//" ityadina rupakantaranam api 

 bhavad avadharananupapattih. 
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て 「natyaがrasaに 基 づ くの に対 し, nrtyaはbhavaに 基 づ く」6)とす る。 こ

の個 所 に対 す るDhanikaの 注 釈. Avalokaは わ か りに くい が, Nrsilphaの 副 注

Laghutikaは,「 対 象 」(visaya), 「本 質 」(svarupa), 「演 技 者 」(kartr)お よび 「名

称 」(samjna)の 四 点 に つ い て, natyaとnrtyaの 違 い を詳 し く述 べ て い る

本 論 文 の 目的 は, Laghutikaの 記 述 に基 づい て, natyaとnrtyaの 差 異 に つ

い て 論 じ る こ とで あ る が, そ の前 に両 者 に共 通 す る基 本 的 性格 にふ れ てお きた い 。

Dhanikaは 「anukaraを 本 質 とす る ゆ え に, nrtyaはnrttaと 異 な る」7)と 言

つ て お り, Dhanahjayaはnafyaを 定 義 し てrnatyaと は, avasthaのanukrti

で あ る」8)と し てい る。 この"anukrti"の 語 は, Avalokaで"anukara"に 置 き換

え られ て お り9), 接 尾 辞 のktinとghahは 同 じ くbhavaを 表 わす か ら10), この

二 語 は 同義 語 で あ り, 「模 倣 」 の意 味 を表 わす 。 す なわ ち, 「模 倣 」 とい う ことが, 

natyaとnrtyaに 共 通 す る基 本 的1生格 とい う こと に な る。

Dhananlayaがnatyaを 定 義 す る た め に用 い る語"avasthanurti"は, Dhani-

kaに よつ て"tadatmyotpatti"の 語 に置 き換 え られ11), 「同 一 性 が 生 じ る こ と」

と して理 解 され る。 以 下, Laghutikaに 従 つ て この 問題 の理 解 に努 め た い まず, 

何 と の 「同一 性 」 が 生 じ るの か と言 うと, 「演 じられ るべ き も の 」(abhineya), す ・

な わ ち上 演 の対 象 で あ るRamaと かDusyantaと か い う人 物 との 同 一 性 が 生 じ'

る12)。「模 倣 」(anukara)と は, 役 者 と劇 の登 場人 物 とが, 一 体 化 す る こと で あ り, 

この一 体 化 は 「せ りふ 」 「し ぐさ」 な ど四種 のabhinayaに よつ て な され る13)。

6) DR I. 9a: anyad bhavasrayam nrtyam. 

7) AL ad loc.: rasasrayan natyad bhavasrayam nrtyam anyad eva. 

8) DR 1. 7a: avasthanukrtir natyam. 

9) AL ad loc.: kavyopanibaddhadhirodattadyavasthanukarah. 
10) Pan. 3. 3-94: striyam ktin (75 bhave). Ibid., 3. 3. 18: bhave (16 ghan). 

11) AL ad DR I. 7a : kavyopanibaddhadhirodattadyavasthanukaras caturvidhanuka-
 ras caturvidhabhinayena vacikangikasattvikaharyarupena tadatmyapattir natyam. 

12) L T ad loc.: abhinayakrstam abhineyam tacchabdena paramrsati tadatmyapattir 
 iti. abhinayasyaroparupatvat. 

13) abhinayaと は 「演 技 に よ る意 味 伝 達 」 の こ とで あ る が, これ が人 間 活 動 の 全 て に

対 応 す る もの で あ る とい う建 て前 か ら, 伝 統 的 な人 聞 活 動 分 類 法 に従 つ て, sattvika, 

vacikaお よびahgikaに 分 け られ る。 た だ し演 技 の場 合 は, 衣 裳 や装 飾 品 な ど, 人

間 に個有 の もの で は な く, い わ ば 「借 りも の」(aharya)と い うべ き もの も 用 い る の

で, aharyabhinayaを 加 え て, abhinayaは 全 部 で 四種 あ る こ と に な る。vacikabhi-

nayaとahgikabhinayaは, そ れ ぞ れ 「言 葉 を用 い る演 技 」 と 「肢 体 を用 い る演 技 」
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さて, 役 者 と登 場 人 物 と の 一体 化 の起 こ る過 程 は, 「重 ね 置 き」(aropa)と い う

着 想 を用 い て説 明 され, 「Ramaな ど の登 場 人 物 のavasthaが, 役 者 の 上 に 重 ね

置 か れ る 」 と され る14)。 この点 につ い て, Laghutikaは 次 の よ うに 言 つ て い る

『Ramaな ど の主 人 公 は, 自 ら舞 台 に登 場 しな い 。 なぜ な ら上 演 の時 に は 生 存 し

てい ない か ら しか しな が ら, 「勇 敢 で 高 適 」(dhlrodatta)と か 「勇 敢 で 沈 着 」

(dhlrasanta)と か い う 「状 態 」(avastha)を そ なえ た もの と して登 場 す る 。』15)すな

わ ち, Ramaを 演 じる役 者 が, あた か も本 物 のRamaで あ るか の よ う に 観 客 に

受 け取 られ るの は, 役 者 が本 物 のRamaの 「状 態 」(avastha)を そ な え て い る か

らで あ る と され る。

Nrsirphaは, この 四 つ のavasthaを 限 定 要 素(upadhi)で あ る と し, 語 が意 味

を表 わ す 際 の機 能 要 因 で あ る四 つのpravttinimittaに 比 して い る16)oあ る 対 象

が, 種(jati), 属 性(gupa), 動 作(kriya)お よ び固 有 の 名 前(samjna)と い う四

っ のupadhiに よ つ て限 定 され た もの と して表 わ され る よ うに, 上 演 の対 象 で あ

る 主 人 公 は, 「勇 敢 に して 気 高 い状 態 」(dhlrodattatva), 「勇 敢 に して 烈 しい 状 態 」

(dhlroddhatatva), 「勇 敢 に して気 楽 な状 態 」(dhlralalitatva)お よ び 「勇 敢 に し て

心 静 か な状 態 」(dhirasantatva)と い う四 つ のavasthaに 限 定 され た もの と して 演

じ られ るoけ つ き よ く, natyaあ るい はnrtyaと は, 役 者 が主 人 公 のavasthaを

ま ね る こと で あ る と言 え るo

pravrttyupadhiと の比 喩 か ら も明 らか な よ うに, 同 一の劇 の 中 で一 人 の 登 場 人

物 が二 つ以 上 のavasthaに 限 定 され て もよ く, 場 合 に よつ て は 一人 の登 場 人 物 が

四 っ のavasthaを 全 部 そ な え る こ と も, 理 論 的 に は あ り得 る。 もち ろ ん, 「烈 し

い 」 人 が 同時 に 「心静 か な人 」 で あ るわ け は な く, 一 人 の 登 場 人 物 が 複 数 のava-

sthaを そ な え る とい う こと は, 場 面 が 転 換 す る こ とに よつ て 生 じ た 状 況 の 変 化

に従 つてavasthaが 交 代 す る とい うこ と にほ か な らな い 。

Dhanikaも 言 うよ うに, avasthaはjatiと 不 可 離 的 に結 合 し たgunaで は な

を意味 し, 「せ りふ」 と 「しぐさ」 を指す。sattvikabhinayaは, 「心 の動 きに関 す る

演技」 とい う意味 で, 「涙 を出す こと」や 「声の調子を変え ること」 な どである。

14) AL ad DR I. 7c: nate ramadyavastharopena vartamanatvad rupakam. 

15) LT ad AL, I. 7a: ramadinayaka na svarupenopayu jyante. abhinayakale tesam 
 asattvat. kim to kavyopanibaddhadhirodattadyavasthavadrupena. 

16) Ibid.: nayakadisabdah khalupadhiprayuktah. upadhayas cavasthah. ekasyaiva hi 

 dhirodattatvadhiroddhatatvadhiralalitatvadhirasantatvani bhavanti. atas to avastha 
 eva tatpravrttyupadhaya iti. 
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い17)。 これ は, 登 場 人 物 が 生 れ な が らに そ な え た もの で は な く, 生 涯 変 わ る こ と

の ない 性 格 とか 個 性 とか で は ない 。 初 め に あ るavasthaを そ なえ て登 場 した人 物

も状 況 が 変 わ る と他 のavasthaを そ な え る こ とが あ るoDhanikaは この こ とを, 

牛 に対 して 用 い られ る名 称 に比 して い る。 す な わ ち, 子 牛 の と き は"vatsa, "成

牛 に な る と"vrsabha, "さ らに並 はず れ て大 き くな る 場 合 は"mahoksa"と, 各

成 長 段 階 で 名 称 が 変 わ る よ うに, 登 場 人 物 のavasthaも 場 面 の転 換 に よ つ て交 代

す る18)。Dhanikaが そ の例 と し て出 す の は, BhavabhutiのMahaviracaritaに 登

場 す るParasuramaの 場合 で あ る。Nrsirphaは これ につ い て 次 の よ うに論 じてい

る 『〔登 場 人 物 のavasthaを 表 わ す 〕"dhirodatta"な どの 語 は, 属 性(guna)を

根 定 要 素 と した上 で, 属 性 を持 つ もの(gupin)を 指 示 す る。parasuramaと い う

伺 じ人 物 が, Ravapaに 対 して は 「気 高 く」, Ramaに 対 して は 最初 は 「烈 しい」

、が後 に な る と 「心 静 か 」 に な るo〔 この三 っ のavasthaを 表 わ す 語 は そ れ ぞ れ

dhirodatta, ""dhiroddhata"お よ び"dhirasanta"で あ る が, 〕 も し これ らの 語 が

jatiを 表 わす な ら, こ うい う こと は不 都 合 にな ろ う。 な ぜ な ら, 例 え ば, 〔jatiを

表 わす 〕"go"と い う語 に よつ て 表 示 され る 「牛 」 は, 決 して 「水 牛 」 に は な ら

な い の で あ る か ら8』19)

しか しなが ら, 劇 の 中心 と な る人 物 のavasthaが む や み に 代 わ る と, 劇 の 統

一 が破 壊 され, 主 題rasaの 表 出 が 不 可 能 に な るonatyasastraに お い て 登 場 人

物 の分 類 はavasthaを 基 準 に して行 われ, い わ ば性 格 の固 定 化 が な さ れ る が, 

これ はrasaの 一 貫 性 を意 図 した もの と言 え よ う。 した が つ て, プ ロ ツ トを 導 く

中 心 人 物(prabandha-nayaka)に は原 則 と し てravasthaの 交 代 」 は な く, これ は

もつ ば ら副 次 的 な登 場 人 物 の場 合 に起 こ る。 こ こで またNrsirphaを 引 用 す る

疸 登 場 人 物 の うち〕 あ る 〔一 人 〕 は 中 心人 物 で あ り, そ の他 の 者 は 彼 に従属 して

い る。 従 属 的 人 物 の 場合, 中 心人 物 に対 す る考 慮:に よ り, 〔そ のavasthaは 〕 固

定 的 な もの で は な くな る。 〔中心 人 物 や その 他 の 〕大 人 物 を 次 々 に 見 て, 以 前 に

は 大 人 物 と見 な され て い た人 が小 人 物 に な る。 しか しなが ら, こ うい うこ とは 中

17) AL ad DR II. 5cd-6ab: na jatyd kas cid avasthitarupo lalitadir asti. 
18) Ibid.: dhiralalitadisabdas ca yathoktagunasamdrop itavasthabhidhayinah vatsavr-

 sabhamahoksadisabdavat. 

19) LT ad loc.: dhiralalitadisabdas ca gunam evopadhikrtya gunini vartante. eka 

 eva hi jamadagnyo ravanam prati dhirodatto bhavati. ramam prati prathamam 

 dhiroddhato bhavati pascad dhirasanto bhavati. amisam sabdanam jatyabhidha-

 yitve naitad yujyate. na hi gosabdavacyo gauh kadacid mahiso bhavati. 
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心 人 物 には起 らな い。 彼 に は考 慮 す べ き他 の 大 人 物 が い な い か ら 』20)Dhanika

も言 う よ うに, あ る 中心 人 物 が あ る劇 の 中で と るべ きavasthaは 一 つ と さ れ, 

初 め のavasthaを 棄 て て途 中 で他 のavasthaを と る こと は不 可 と され る。

た だ し これ に は例 外 が あ り, 中心 人物 の場 合 も, 特 殊 事 項 に 対 す るsastraの

規 定 に添 うた め, 今 ま での とは 別 のavasthaを と る ことが あ る。Dhanaijayaに

よる と, 新 しい 女 を愛 した 男 は, 前 の 女 に 対 し て, 「愛 想 が よい 」 か 「ず るい 」

か 「恥 知 らず 」 か の い ず れ か と され る21)。 した が つ て, 「気 高 い 」 人 物 も, 女 出

入 りに限 つて は, 「ず るい 」 こと もあ り得 る こ と に な る。 この よ うな こ と が 可 能

な の は, 上 に あ げた 三 つ のavasthaが, 基 本 的avasthaに 対 して 常 に 従 属 的 で. 

あ るか ら で あ る と され る22)。「気 高 い 」 人 物 は女 出 入 りの後 で も依 然 と し て 「気. 

高 く」, こ こで基 本 的avasthaの 交 代 が起 こ るわ け で は な い。

以 上 述 べ た ことか ら明 らか な よ うに, natyaとntyaは 「役 者 と登 場人 物 と の

一 体 化 」 とい う基 本 的 性 格 を共 にす る。 次 に問 題 に な るの は両 者 の差 異 で あ るが. 

Nrsirphaは これ を, 対 象(visaya), 本 質(svarupa), 演 技 者(kartr), 名 称(sam-

漁)の 四点 か ら詳 し く論 じて い る。

まず 第 一 の 相 異 点 は, 取 り扱 う対 象 に あ る。 す なわ ち, natyaが 取 り扱 うの が

rasaで あ る の に対 し, nrtyaが 取 り扱 うの はbhavaで あ る と され る23)。

Nrsilphaは, bhavaとrasaと の 関係 を文 章 の意 味(vakyartha)と 単 語 の 意 味

(padartha)と の関 係 に比 し, 語 の 意 味 が集 つ て文 の意 味 が もた ら され る よ う に, 

bhavaど う しの結 び つ き(salpyoga)か らrasaが もた らされ る とす る24)。す なわ

20) Ibid.: dvidha khalu nayakah. kascit pradhanabhutah. anye tadangabhuta iti. 

 tadangabhutanam nayakanam tattacchabdadivacyo mahasattvadih pradhananaya-

 kapeksavsad avyavasthito bhavati. uttarottaran khalu mahasattvan apeksya pur-

 vapurvo mahasattvataya grhito 'pi laghusattvo bhavati. tasmat tadabhidhayisab& 
 'pi tatravyavasthitabhidhayi bhavati. angini to nayake naivam ity aha afiginas -

 tv iti. tasyapeksaniyantarabhavad ity arthah. 

21) DR II. 6cd : sa daksinah satho dhrstah purvarii praty anyaya hrtah. 
22) AL ad DR IL5cd-6ab : vaksyamananam ca daksinadyavasthanam "purvam praty 

 anyayahrtah" iti nityasapeksatvenavirbhavad upattavasthato 'vasthantarabhidha-
 nam arnganginor apy aviruddham. 

23) AL ad DR. 1.9a: tatra bhavasrayam iti visayabhedat. Dhanajaya はrasaを

規 定 し て, 「vibhava, anubhavaお よ びvyabhicaribhavaに よ つ て 詩 か ら生 じせ し め

られ て, 歓 び を もた らすsthayibhavaがrasaで あ る」 と す る(DRIV. 46-47ab)。

24) LT ad AL, I.9a: yady api vibhavadayas tair atisayoktyadibhih pratipadyama-
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ち, bhavaとrasaと の 間 に は, 「生 じせ しめ る もの と生 じせ しめ ら れ る も の と

の 関 係 」(bhavana-bhavya-bhava)が あ る こと に な る。

natyaとnrtyaの 第 二 の 相異 点 は, そ の本 性(svarupa)に あ る と され る。 動 詞

語 根"nat一"の 意 味 は 「こ まか い ふ るえ 」(avaspandana)と され てい るが25), Dha-

nikaは これ を 「少 しの動 き」(kimpciccalana)と 解 し, natyaに 豊 富 な の は, 身 振

りに よ る演 技(ahgikaabhinaya)よ り も心 の演 技(sattvikaabhinaya)で あ り, こ

こ にnatyaの 本 質 が あ ると され る26)。 一方, 動 詞 語 根"nrt"は 「肢 体 を 活 発

に 動 か す こ と」(gatra-viksepa)を 意、味 し27), nrtyaの 本 質 は 「身振 りに よ る演 技 」

(ahgika abhinaya)が 豊:富な こと に あ る と され る28)。

第 三 の 相異 点 は 演技 者(kartr)で, これ はnatyaの 場 合 はnataで29), nrtya

の 場合 はnartakaで あ る と され てい るが30), そ の違 い に つ い て, Nrsirphaは 何

も説 明 してい ない 。

第 四 の相 異 点 は 名称(sampjna)で あ る 。"natya"と い うの は術 語 で あ る が 一

般 の人 も同 じよ うに"natya"と い う語 を使 う31)。と ころ がnrtyaの 方 は, 世 間

で は"Preksaplyaka"と い う名 で 呼 ば れ て い る32)。

AL: Avaloka. DR: Dasarupaka. LT: Laghutika. 

The Dasarupaka of Dhananjaya, with the Commentary Avaloka. by Dhanika and 

the Sub-commentary Laghutika by Bhattanrsimha, edited with (an) Introduction 

and Notes by T. Venkatacharya, The Adyar Library Series, Volume 97, Madras 

1969. 

na vakyartha eva na padarthah. tathapi tesam samyogad rasotpatteh to tam prati 

padarthibhavam bhajante. raso 'pi tadutpadyo vakyarthibhavati. ato vakyarthi-
bhutarasavisayam natakadi. 

25) Dhatupatha 10. 12: nata avaspandane. 

26) AL ad DR I. 9a: natyam iti ca "nata avaspandane" iti nateh kimciccalanartha-

tvat sattvikabahulyam. 
27) Dhatupatha 4-9: nrti gatraviksepe. 

28) AL ad DR I. 9a: nrtyam iti nrter gatravikseparthatvenarngikabahulyat......na-

takader anyan nrtyam. 
29) Ibid.: ata eva tatkarisu natavyapadesah. 

30) Ibid.: tatkarisu ca nartakavyapadesat...natakader anyan nrtyam.
31) Ibid.: loke 'pi ca range natyam iti vyapadesah. 

2) Ibid.: loke 'pi(?) range preksaniyakam iti vyavaharan natakader anyan nrtyam. 
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